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 将来のことを思い煩わず、

過去を顧みずに今だけの時間

に生きれば、100％のエネル

ギーを現場に注げる。 

 ｢而今(じこん)」が最強だ｡ 

     書道家 金澤 翔子 
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新年のご挨拶 【城陽商工会議所 会頭 岩見悦明】 

 新年明けましておめでとうございます。 

 会員の皆様におかれましては、輝かしい新春を

お迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。ま

た、平素より商工会議所の活動に多大なるご支

援、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

 

 昨年、世界的な経済情勢は依然として不安定であり、原材料費

やエネルギー価格の高騰、為替の変動などが多くの事業者に影響

を及ぼしました。また、年始早々の能登半島地震に始まり、過去

５年間における地震発生件数が最多となるなど、災害時のリスク

や対応について改めて考えさせられる年でした。一方で、地域経

済に目を向けると、城陽市では新名神高速道路の工事が全線開通

に向け進められております。開通が遅れるという発表は非常に残

念ではありますが、今後京奈和自動車道や第二京阪道路と一体と

なった高速道路ネットワークが形成されることにより、京都府南

部のみならず関西全体の産業の活性化に大いに期待され、一日も

早い全線開通が望まれるところです。 

 

 2025年は、地域経済を取り巻く環境の変化に対応するため、引

き続きデジタル化やDX推進の支援を充実させるとともに、持続可

能な地域づくりを目指した取り組みを進めます。行政や関係機関

と力を合わせ、城陽市がさらに発展し、会員事業所の皆様が未来

に向けて希望を持てるよう全力を尽くしてまいります。 

 

 当所も、昭和60年4月に発足して本年で設立40周年を迎えること

となりました。設立以来、地域商工業の振興と発展の為、地域総

合経済団体として様々な事業を展開してまいりました。これもひ

とえに、会員の皆様をはじめ歴代の役員・議員の方々のご理解ご

協力の賜物であると深く感謝申し上げます。新年度には、実行委

員会を組織し設立40周年を記念し会員の皆様とともに喜びあえる

事業を検討して参りたいと考えております。会員の皆様には、改

めてご案内を申し上げますので、是非ともご参加いただきます様

お願い申し上げます。（次頁へ） 

 

新年の業務は令和7年1月6日(月)9時から開始します。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

▲  2024年7月 姉妹都市米国バンクーバー市にて。 

  グレーターバンクーバー商工会議所の幹部の皆さんと。 
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商品・サービスのＰＲには、本誌｢チラシ同封サービス｣をご利用ください 

 明けましておめでとうござい

ます。2025年の新春を迎え、謹

んでお慶び申し上げます。 

 さて、昨年は内外ともに不透

明かつ混迷の度合いが深まった

１年でした。世界ではロシアに

よるウクライナ侵略の長期化に

加え、中東情勢の悪化など、地政学的リスクが

拡大しました。また、経済面では米国経済が堅

調さを維持する一方で、中国経済の停滞が懸念

される年になりました。加えて、昨年は主要国

で選挙が相次ぎ、米国では4年ぶりにトランプ氏

が次期大統領に就任する結果となり、保護主義

や自国第一主義の台頭に対する懸念が再び高

まっています｡ 

 国内に目を転じますと、1月の能登半島地震や

9月の奥能登豪雨といった痛ましい災害に見舞わ

れた1年でありました。また、秋の衆院選では与

党が30年ぶりに過半数を大きく下回り、少数与

党へ転じるなど政治的変動が生じる一方で、経

済では、歴史的円安や物価高が続く中、設備投

資は好調で日経平均株価も史上初の4万円台を記

録しました。日本銀行はマイナス金利の解除に

踏み切るなど、金融政策にも大きな転換点が訪

れました。特に昨年は「賃上げ」をテーマとし

た1年でもあり、中小企業の賃上げ率も3％台半

ばに達するなど、物価と賃金の好循環に向けた

大きな一歩を踏み出した1年であったと総括でき

ます。企業の自助努力とともに、官民を挙げた

価格転嫁の取り組みが効果を示した結果であり

ますが、賃上げを行った中小企業の約6割が収益

改善を伴わない中で、人手確保のための防衛的

賃上げを迫られたことも事実です。賃上げのモ

メンタムをいかに持続可能な形に転換するか

が、停滞から成長のステージに向けた今年の大

きな課題となります。 

■成長の両輪は中小企業の強化と地方創生 

 日本は経済立国であり、経済成長なくして将

来はありません。デフレ脱却を確実にし、成長

型経済への転換を進めるためには、ＧＤＰの６

割を占める個人消費の拡大が不可欠です。その

実現は、全企業数の99.7％、就業人口の約７

割、地方部では約９割を担う中小企業・小規模

事業者の生産性向上と持続的な賃上げにかかっ

ているといっても過言ではありません。成長の

両輪の一つは中小企業であり、そのデジタル

化、省力化投資を含めた設備投資、技術革新、

知的財産の活用・保護といった生産性向上への

不断の努力と自己変革によって付加価値を高

め、賃上げ原資を生み出す必要があります。わ

れわれ商工会議所は本年もこうした前向きな挑

戦を続ける中小企業を全力で支援してまいりま

す。また、労務費を含む価格転嫁対策のさらな

る推進やＢtoＣでは企業側の「値を上げる勇

気」も必要です。消費者にも「良いサービス、

良いモノには値が付く」という認識を（次頁へ) 

 

新年のご挨拶 【日本商工会議所 会頭 小林 建】 

新たな成長への飛躍の年に 

（前頁より）本年は巳年です。巳年は「成長と

再生」を象徴するとされ、これまでの積み重ね

を基にさらなる飛躍を遂げる年といわれていま

す。皆様にとって、この一年が豊かな実りの年

となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

結びに、会員の皆様の益々のご健勝とご繁栄を

祈念し、年頭のご挨拶とさせていただきます。 

 本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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新入会員募集中！お知り合いの未加入事業者様をご紹介ください 

  

 

 明けましておめでとうございま

す。府民の皆さまにおかれまして

は、つつがなく新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。 

 昨年は、元日に能登半島地震が

発生し、8月には初めて南海トラ

フ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表されま

した。改めて「危機管理」がいかに行政におけ

る根幹的な役割であるか、ということを痛感し

た一年であり、新しく整備した常設の危機管理

センターを拠点として、全ての営みの土台とな

る府民の皆さまの安心・安全の確保に全力で取

り組んでまいります。 

 一方で、昨年は府立植物園や京都丹後鉄道・

宮津線が100周年を迎えるとともに、国内最大規

模の国際スタートアップカンファレンス「IVS」

を２年連続で京都で盛大に開催し、次の100年に

向けて多様な価値を生み出していく新たな一歩

となった一年でもありました。 

 「万巻の書を読み、万里の道を往く」。これ

は「最後の文人画家」と称された富岡鉄斎の座

右の銘です。書物を読み各地を巡って多くの事

象に触れることを実践した彼は、その経験の中

から多様な価値を見出しました。都として交流

の中心地であった京都には、鉄斎のような人々

や文物が行き交い、そうした交流の中から人々

の心の発露が文化という価値となって、京都か

ら各地へもたらされました。新しい価値は絶え

間のない交流から生まれます。文化庁とも手を

携えつつ府内各地の多彩な文化の掘り起こしや

磨き上げを行い、京都が守ってきた「人のつな

がり」を大切に、誰もが未来に夢や希望を持て

る「あたたかい京都づくり」をさらに進めてま

いります。 

 さあ、いよいよ大阪・関西万博が開幕しま

す。日本における最初の博覧会が1871年にここ

京都で開かれて以来一世紀半。今も昔もイノ

ベーションが京都で生まれ続けているのは、技

術の進歩を人々の幸せに結び付ける文化と心根

が京都に息づいているからにほかなりません。

今こそ私たちが大切に受け継いできた「継承」

と「創造」の精神で新しい価値を生み出し、世

界の人々を府内各地へいざない、大きな交流を

つくり出すことで、京都からいのち輝く未来を

切り拓きたいと考えております。 

 今年は、再生と変化を象徴する巳年。時流を

柔軟に捉え、努力を重ねながら、皆さまと共に

進んでまいる所存です。今年一年の皆さまのご

健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、新年の

ごあいさつといたします。  

新年のご挨拶 【京都府知事 西脇 隆俊】 

京都からいのち輝く未来を切り拓く 

（前頁より）持っていただき、国民全体のデフ

レマインドを払拭することも今年の大きなテー

マでありますので、消費者意識の改革とともに

経済環境の改善を目指していきたいと思いま

す。 

 また、成長の両輪のもう一つは「地方創生」

です。地方の発展なくして日本の再生はありま

せん。政府、地方自治体、民間が三位一体とな

り、地域への人材・投資の呼び込みや「稼ぐ産

業」の育成、インフラ整備などを通じて地域の

経済循環を強化し、地域の強みと潜在力、いわ

ゆる「地域力」を引き上げるべく全力を傾ける

年にしなくてはなりません。地域の経済インフ

ラを担う中小企業および小規模事業者の強化

は、地方創生の取り組みとも表裏一体です。政

府・地方自治体には両者を成長の両輪と位置づ

け、地域ごとの特性を踏まえた成長戦略の策定

と実行を強く求めたいと思いますし、われわれ

全国515の商工会議所も地域経済の再生・活性化

の先導役として、さらに活動を強化できる１年

にしなくてはなりません。  

 

■大阪･関西万博の成功を大きな成長の弾みに  

 本年４月には大阪・関西万博が開幕いたしま

す。停滞から成長への転換点にあるタイミング

での開催は、象徴的かつ歓迎すべきことであり

ます。「いのち輝く未来社会のデザイン」を

テーマとする20年ぶりの万博開催が、新たな未

来をつくる起爆剤となるよう、全国の商工会議

所一丸となって盛り上げてまいりましょう。わ

が国全体の未来に向けて成長に弾みのつく万博

となることを切に願い、皆さまの一層のご支援

とご協力を心からお願い申し上げて年頭のご挨

拶とさせていただきます。 
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各種保険・共済制度に関するお問い合わせは当所まで 

新年のご挨拶 【城陽市長 奥田 敏晴】 

 令和７年の年頭にあたり謹んで

新春のお慶びを申し上げます。 

 市内唯一の総合経済団体である

城陽商工会議所におかれまして

は、本市産業の振興と発展に日夜

ご尽力頂き、多大なるご支援、ご

協力を賜っておりますことに深甚なる敬意と感

謝を申し上げます。 

 さて、原材料・エネルギー価格の高騰・人手

不足や人件費の増加など、企業収益が圧迫され

る状況が続き、多くの市内事業者は、なお厳し

い経営環境に置かれており、事業環境の急激な

変化による事業者への多大な影響は、非常に憂

慮しているところであります。 

 このような状況を踏まえ城陽商工会議所にお

かれましては、中小企業の相談事業をはじめ、

市内事業者の売上回復・向上を支援することを

目的とした「プレミアム付商品券発行事業」の

実施やポータルサイト「縁Joy！」を活用した電

子クーポンの発行事業の実施など、多彩な事業

を展開いただいておりますことに改めて感謝申

し上げます。 

 令和７年度につきましては、明日の京都城陽

産業かがやきビジョンに基づき、事業者を取り

まく実態に対応した支援として、活発な事業展

開を考えている積極的な事業所に対し補助を行

うなど、引き続き城陽商工会議所をはじめとし

た関係機関と連携し、アクティブ産業あふれる

まちの実現に向け取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 現在本市では、ご承知のとおり新名神高速道

路の開通を契機とし、東部丘陵地先行整備長池

地区では府内初となるプレミアム・アウトレッ

ト、先行整備青谷地区では日本初となる次世代

型物流拠点の整備が進められるなど、大規模な

プロジェクトが進められております。 

 中間エリアにつきましては、「先端技術と広

域交流の融合による近未来都市Joyo Smart In-

novation Park」を基本コンセプトに掲げ、その

基本コンセプトに合致する国の施策や企業誘致

の実現に向け、様々な業種業態の企業とのヒア

リングの実施、検討を進めているところです。 

 また、本年はいよいよ大阪・関西万博が開催

されます。関西、そして日本中が大いに賑わ

い、経済成長の大きな起爆剤となることでしょ

う。本市におきましても、まちの魅力をさらに

高めつつ、輝く未来へとつながるまちづくりを

進めてまる所存でございます。 

 新たな城陽「ＮＥＷ城陽」の実現に向け、全

力を傾注してまいりますので、一層のご理解と

ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 新しい年が、明るい幸せな年でありますよう

祈念いたしますとともに、城陽商工会議所の

益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、ご活躍

を心からお祈り申し上げ新年のご挨拶といたし

ます。 

 

左上より  越野美子・曽我祐介・綱木敦子・寺田豊治 

    長谷川江美・村田成子・安田優介 

謹賀新年 

本年もよろしくお願いいたします 
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宇城久工業視察 

 12月3日(火)37名参加のもと

宇城久工業視察研修会を開

催。㈱横井製作所とサント

リープロダクツ㈱宇治川工場

を見学した後、交流会を開催

し親睦を深めました。 

京都山城造園協同組合 

 11月28日(木)ラピュタボウ

ル宇治東にてボウリング大会

及び優良従業員表彰式を開

催。参加者64名が交流を深

め、表彰式では賞状と記念品

の贈呈が行われました。 

企業説明会 

 12月3日(火)文化パルク城陽

にて、初となる京田辺市との

合同企業説明会を開催。城陽

市より16社、京田辺市より13

社が出展し、自社の業務内容

等を求職者に説明されました｡ 

 11月29日(金)東城陽ゴルフ

倶楽部と創作居酒屋わっしょ

いにて、親睦ゴルフコンペ・

懇親会を開催。総勢10名が参

加し、昼はともに汗を流し、

夜はともにお酒を酌み交わ

し、親睦を深めました。 

 12月12日(木)オンラインに

て日本商工会議所青年部が主

催する「DX推進ウェビナー」

に参加し、青年部運営のため

のDX手法について学びまし

た。今後ともより良いYEG運営

のため、邁進して参ります。 

 12月14日(土)今池コミセン

クリスマスお楽しみ会にて、

ドローン教室を開催。約30名

の参加者の子供達は、ドロー

ンの操縦体験に真剣な眼差し

で取り組んでおれらました。 

 12月2日(月)東城陽ゴルフ倶

楽部にてゴルフコンペを開催

しました｡絶好のゴルフ日和の

中、熱戦を繰り広げた結果、

春の大会に続いて中野寛之氏

が2連覇を達成しました。 

 12月11日(水)～12(木)富山

県にある創業支援×移住促進

拠点「SCOP TOYAMA」を訪問。

集客の持続性や収益の確保、

管理運営の問題点等について

意見交換を行いました。  

 12月18日(水)城陽市産業会

館にて、あとりえピルツハウ

ス飯田章乃氏を講師にお招き

し、フラワーアレンジメント

講習会を開催。40名の参加者

はそれぞれの個性を活かし、

作品づくりに励みました。 
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城陽市技能功労者・優秀技能者を募集します！ 常議員会を開催しました 

新入会員情報【令和6年9月13日～令和6年11月27日】 ※掲載を承認された方のみ 

事業所名 地 区 部 会 所在地 業 種 

coca 富野東 商業 
富野荒見田112 

アルプラザ城陽内 

レディス・メンズ・キッズ

ファッション 

Bakery mae（メイ） 寺田西 商業 寺田西ノ口22-3 パン・菓子 製造販売 

(株)Motel 富野西 商業 枇杷庄西ノ口9-15 オーダーメイド紳士服の小売 

アンヴィル社会保険 

労務士事務所 
富野西 サービス 富野北垣内97 社会保険労務士 

(有)関西SKクリエイト 富野東 サービス 富野森山61-2 産業廃棄物収集運搬業 

翔建設 寺田東 建設 寺田尼塚14-6 建設業 

大日 祈雄 市外 特別 
滋賀県大津市大萱 

4-3-3-201 
健康経営アドバイザー 

ウインテック㈱ 久津川西 工業 平川浜道裏48-4 制御機器製造販売 

(合)ラブリィスマビー京都 寺田東 サービス 寺田宮ノ谷5-86 職業紹介事業所 

Le Coeur rose 寺田 サービス 寺田東ノ口40-26 リラクゼーション 

(合)nei nei 富野東 サービス 富野池ノ内61-2 
障害福祉サービス 

訪問介護 

城陽市長との懇談会を開催 

▲奥田市長(左)から岩見会頭(右)へ感謝状を贈呈。 

災害対策支援のため寄付致しました 

 12月10日(火)城陽市長と当所役員との懇談会

席上にて、11月3日(日祝)に開催しましたＪＯ

ＹＯ産業まつりでの全国の物産を集めた企画

「いいもの発見フェア」の収益金を活用し、城

陽市の災害対策支援を目的として「高圧洗浄

機・マルチクリーナー・充電式空気入れ」を寄

付させて頂きました。今回寄付させて頂きまし

た備品は城陽市災害ボランティアセンターにて

ご活用頂く予定です。 

 12月10日(火)奥田敏晴市長をはじめ、市幹部

と当所役員の懇談会を開催。令和7年度商工業

振興施策について、城陽市の事業計画・予算に

反映していただくよう要望を行いました。 

 管内商工業者を取巻く環境は依然として厳し

い状況が続くなか、城陽市と当所の連携をます

ます密にし、地域商工業の発展と地域活性化に

向け、積極的に取り組んでいくことを確認した

うえで、双方活発な意見交換を行いました。 

▲奥田市長へ要望書を提出した後、懇談会にて活発な意見を交換。 

商品・サービスのＰＲには、本誌｢チラシ同封サービス｣をご利用ください 

 11月28日(水)第238回常議員会を開催し、会議冒頭当所1号議員の岡本勝人社会保険労務士にお越

し頂き『出生時育児休業とその支援策について』ご講演頂きました。また、会議では全ての議題に

ついて原案どおり承認されました。 

 主な内容は次のとおり。■令和7年度城陽市商工業施策要望について ■新入会員について 
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当所LINEアカウント（ID:＠joyo-cci）からも、最新情報を配信中です！ 

Ａ．活気あるまちづくりのための施策について  

 １．新名神高速道路（大津・城陽間）を地域産業活性化につなげる取り組みについて  

  ① 城陽井手木津川バイパスの早期整備について  

  ② 寺田新池交差点から宇治田原間の側道の整備促進について  

  ③ 建設工事に伴う地元業者の受注機会の向上について  

  ④ 東部丘陵地整備計画に基づく整備促進について  

  ⑤ 木津川運動公園北区域の早期整備について  

 ２．市内へのホテル誘致について  

 ３．城陽市と八幡市を繋ぐ連絡道路（橋梁）の建設について  

 ４．都市計画道路「塚本深谷線」の延伸について  

 ５．ＪＲ奈良線の全線複線化実現に向けた継続的な取り組みについて  

 ６．ＪＲ片奈連絡線の整備について  

 ７．駅周辺整備促進について  

  ① 近鉄寺田駅周辺の早期整備について  

  ② ＪＲ長池駅周辺の整備促進について 

Ｂ．産業振興のための施策について  
 １．課題解決に積極的に取り組む事業者への支援について  

 ２．城陽市プレミアム付商品券発行事業の再実施について  

 ３．デジタル化・DX化の支援について  

 ４．道の駅等観光・商業ゾーン創りについて  

 ５．アウトレットモール内への地元企業出店要望について  

 ６．農商工連携の取組に対する支援について  

 ７．人材不足・求人難・労働力確保のための支援等の充実について  

 ８．海外販路開拓に対する支援について  

 ９．地場産業の金銀糸業界活性化に対する支援について  

 10．城陽ブランド力の強化を図る取組に対する支援について  

 11．公共工事や物品購入時の地元事業者の積極的な活用について  

 12．市内小売業者の振興と活性化に向けた事業に対する支援について  

  ① ポータルサイト「縁Joy！」への支援について  

  ② 「ＪＯＹＯスクラッチ＆クーポンわくわくセール」の継続支援について  

  ③ 「城陽日和」発行への継続支援について  

  ④ ＪＯＹＯ産業まつりへの継続支援について  

  ⑤ 商店街のにぎわいづくりへの継続支援について  

 13．創業支援について  

  ① 創業支援ネットワーク「城陽チャレンジスクエア」事業への支援について  

  ② 特定創業支援事業の認定要件見直しについて  

 14．商工業振興事業費補助制度の継続について  

 15．マル経融資制度に対する利子補給制度の継続について  

 16．特定退職金制度に対する補助制度の継続について 

Ｃ．商工会議所組織強化への支援について  
 １．市内商工業者の商工業団体並びに商工会議所への加入促進について  

 ２．産業会館の設備等改善について  

令 和 ７ 年 度  商 工 業 振 興 施 策 要 望 項 目 
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各種保険・共済制度に関するお問い合わせは当所まで 

 アサゴエ工業株式会社は、岡山市に本社を構

える鋳造メーカーで、IoTを活用した生産性と品

質向上に取り組んでいます。1957年の創業以

来、建設機械や自動車部品の製造を主力事業と

し、金型製作から鋳造、精密加工まで一貫体制

を構築してきました。この長い歴史の中で培っ

た技術力にデジタル技術を融合させ、業界が抱

える課題に挑戦しています。 

 同社のIoT活用の特徴は、現場主導のアプロー

チにあります。現場の社員たちの意見を積極的

に取り入れ、具体的な課題に応じたツールを活

用しています。その一例が、小型IoTデバイス

「Nefry」を活用したデータ収集で、数千円で実

現しました。この技術により、設備の稼働状況

やサーバールームの温度など、従来では取得が

難しかったデータを効率的に収集。現在では

「M5Stack」などのデバイスも導入し、さらなる

データの取得・活用に取り組んでいます。 

 同社が目指すデジタル化は、単なる業務効率

化にとどまりません。1400～1500度の高温や粉

じんが舞う過酷な環境でも機能するIoT技術を駆

使し、これまで職人の勘や経験に頼っていた工

程を可視化。これにより、品質向上だけでな

く、熟練技術者のノウハウを次世代へ継承する

基盤を築いています。また、デジタル化のプロ

セスを通じて社員のスキル向上と意識改革を推

進。現場の改善活動にIoTを融合させたことで、

生産量の向上や業務負荷の軽減を実現し、チー

ム間での競争意識も生まれています。この好循

環が、デジタル化推進をさらに加速させていま

す。 

 これらの取り組みは、鋳造業という「ローテ

ク」のイメージを覆すものであり、業界全体に

新たな可能性を提示しています。同社の挑戦

は、製造業におけるIoT化やデジタル化の先行事

例として注目されています。 

 さらに、代表取締役社長である藤原宏嗣氏

は、2018年から日本鋳造協会のIoT推進特別委員

会の委員長を務め、24年からはDX推進委員会の

委員長として活動しています。藤原氏は、自社

の取り組みにとどまらず、業界全体のデジタル

化をけん引。IoTやクラウドサービスなどのデジ

タル技術を活用し、生産効率化や品質管理の向

上を目指しています。  

 

＼本誌折り込み／ 

チラシ同封サービス 

Ａ４サイズ 1,450枚 

→7,250円(税込)           

企業・商品のＰＲにぜひご活用ください 

【担当】当所 振興課（0774-52-6866）      
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新入会員募集中！お知り合いの未加入事業者様をご紹介ください 

 最近、意味合いが異なる微妙な言い回しの違

いが、ことさら気になる。例えば、「年を取

る」と「年齢を重ねる」は、表現が違い、意味

合いも異なる。前者は、単純に年齢が増して、

心身ともに衰えていくことと少し否定的に捉え

られ、後者は経験を重ねていき、心身ともに成

熟し、円熟味が増すと肯定的に捉えることがで

きよう。このように言い回しを微妙に変化させ

ることで、人にその言葉を肯定的に捉えさせ、

何かに自発的に取り組むことを促せる。ただ

し、人それぞれの置かれた状況によって、微妙

に差異のある言い回しの捉え方は異なることに

留意が必要であろう。 

 このようなことを考えさせられる状況に遭遇

した。筆者が委員を務める袋井市総合計画審議

会でのことである。直近の審議会において、市

側から総合計画素案が提示された。その中に、

「賑わい（にぎわい）」という言葉が記載され

ており、その言い回しが適切か否かの議論と

なった。にぎわいを創出することで地方を元気

にするという意味合いである。にぎわいは活気

があると言い換えることができる。参加者は、

にぎわいは「活気がある」よりも特徴的である

と好意的に受け取る委員と、適切な表現かどう

か分かりにくいと否定的に捉える委員に分かれ

た。さらに、にぎわいを捉える人の置かれた状

況によっても、その捉え方は異なるという意見

もあった。例えば、都会からＵターンしてきた

人にとっては、都会にはにぎわいがあり、人と

人の距離が近いように感じるが、地方は地元の

コミュニティに壁があり、にぎわいがあって

も、その距離が遠いとの指摘があった。とはい

え、にぎわいという言葉が袋井市民を地域活性

化にコミットさせるかどうかの真剣な議論が、

審議会委員の間で展開されていた。 

 その一方、微妙な言い回しは、自分が意図す

る特定の意見や思想に人々を誘導するため、

もっともらしい議論を展開する手段として悪用

されることがある。そこには微妙な言い回しが

表す強烈なインパクトが重要視されているよう

に思われる。加えて、人工知能（ＡＩ）あるい

はＳＮＳの活用による「フィルターバブル」

「エコーチェンバー」現象を発生させ、特定の

意見や思想が増幅し、ＳＮＳのユーザーをはじ

め、フォロワーにも広がり、インパクトが増

す。その意味合いが正しいか、正しくないかの

理解・判断よりも、自身の利得のためだけに、

インパクトによって人を何かに支持させる「理

解なき熱狂」があるように思われる。代表的な

事例として、直近の米国大統領選挙運動、日本

の国政選挙運動が挙げられる。これらにおいて

は、ＳＮＳの負の側面の影響は増大していると

いえるのではないか。これによって、例えば、

グローバルと一国の政策課題へ取り組む国民の

意識、あるいは国政レベルと地方レベルの政策

課題に取り組む国民（市民）の意識の乖離（か

いり）が大きくなる弊害を生んでいる可能性が

ある。 

 前述のにぎわいは、実はＳＮＳ上では多数存

在する。ただし、それらは、ＳＮＳでつながっ

ている「閉じた世界」での限定されたにぎわい

である。これらのにぎわいを重視する人が増え

れば、オンライン上のバーチャル社会と実社会

のにぎわいはますます乖離していくことも考え

られる。これによって、例えば、前述の地方の

課題に取り組む市民に影響を与え、地域社会に

真剣に参加しなくなることも考えられる。その

一方、実社会の地域も「閉じた世界」のにぎわ

いになりかねない可能性があると考えられ、そ

れによって地域の社会に参加しなくなるケース

もあろう。先ほどのＵターンしてきた人の「地

方の方が人と人の距離が遠い」という言葉が、

それを如実に表している。これら両方に対処し

ていくためにも、市民の意識を変化させる言い

回しを考え、具体策を練り上げ、多くの市民を

地域社会の身近な問題にいかに参加させていく

のか、真剣に検討していく必要があろう。石破

内閣の「地方創生２.０」は、これらの問題に丁

寧に対処していくことを柱の一つに据えること

が重要ではないか。  

城陽商工会議所 LINE公式アカウント 

当所LINEアカウント（ID:＠joyo-cci）から、最新のお役立ち情報を配信いたします！ 
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 営業時間 ２０:００～２４：００ 

団体３０名様まで 

【ご協力のお願い】 令和６年度 城陽商工会議所会員ニーズ調査 

 当所ではこの度、会員の皆様からご満足いただけるサービスを提供することを目的に【会員ニーズ

調査】を実施する運びとなりました。 

 本調査では、当会議所が実施している事業の認知度や利用状況、また今後期待する支援内容などに

ついてご意見を伺います。皆様からいただいたご意見はサービスの改善や新たな事業計画の立案に活

かし、より質の高い支援を実施するための貴重なご意見となります。 

 つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、同封の調査書への回答のご協力をお願

い申し上げます。 

 

 【回答締切】令和７年２月２１日(金) 

 【回答方法】上記２次元コードよりご回答ください。当所ＨＰからもアクセスできます。 

      または本誌同封の調査書にご記入いただき、FAXにてご送信ください。 

 【お問合せ】城陽商工会議所 指導課 TEL：0774-52-6866 FAX：0774-52-6769 

検定試験のご案内 

簿記検定(2・3級) 

日程 令和7年2月23日(日) 

申込 

期間 

令和7年1月6日(月) 

  ～1月27日(月) 

料金 
2級 5,500円 

3級 3,300円 

会場 
城陽市産業会館3階 

城陽商工会議所 

珠算検定(1～6級) 

日程 令和7年2月9日(日) 

申込 

期間 

令和6年12月16日(月)

～令和7年1月9日(木) 

料金 

  1級 2,800円 

  2級 2,000円 

  3級 1,800円 

4～6級 1,200円 

会場 
城陽市産業会館3階 

城陽商工会議所 

    所得税・消費税 申告相談会のお知らせ 

 当所では個人事業主を対象に、近畿税理士会宇治支部派遣税理

士による、令和6年分の所得税および復興所得税と消費税の確定申

告にかかる申告相談会を下記のとおり開催いたします。 

 この機会に是非ご相談ください。 

各種お申し込み・お問い合わせは、お気軽に当所まで （TEL：0774-52-6866) 
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  会員データ [代表] 中嶋 淳平  [住所] 寺田西ノ口22-3 

        [営業時間] 9時～17時半（売切れ次第終了） [定休日] 月・金 

(繁栄) 

Ｂａｋｅｒｙ ｍａｅ （メイ） 

文パル公演チケット 

日時 2月15日(土) 

   14:00開演 

会場 ふれあいホール 

料金 3,300円 

 ⇒2,970円 
※未就学児入場不可 

米朝一門会 落語 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 近鉄寺田駅近くにオープンしましたパン屋

「Ｂａｋｅｒｙ ｍａｅ（メイ）」です。当店

のコンセプトの１つとして「楽しさ」を大切に

しています。お客様にとっては「選ぶ楽しさ」

を、お店としては「売る・作る楽しさ」を創造

し提供するというもので、その１つが毎日の

「気まぐれ、思いつき」商品です。レギュラー

商品とは別に毎日、不定期または全くの新商品

を１～３種類、店頭に並べています。 

 ２つ目の特徴は「わかりやすさ」です。食感

で言うと「もちもち」のベーグルや「さくさ

く」のクロワッサン・デニッシュがあります。

小麦粉の種類で言うと、食パンやベーグルには

国産小麦、フランスパンにはフランス産や石臼

挽きの小麦を使用しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 また、当店が大切に考えているものは人との

「縁」です。店頭での販売のみならずイベント

にも参加し、たくさんのお客様や異業種の方と

交流したいと考えております。何卒 

よろしくお願いいたします。 

日時 1月31日(金) 

①10:30 ②14:00 

会場 プラムホール 

料金 900円 

 ⇒810円 
※３歳以上有料 

九十歳。何がめでたい シネマ 

 

 視聴には専用ＩＤ・パスワードの入力が必要です。視聴希望の

方は、当所までお問合せください。【担当：振興課】 

日本とアメリカで新たな政権が誕生し、経済政策が刷新されるなか、

市場の動向や懸念材料を踏まえて2025年の世界経済の行方を大胆に予

測！ 両政権が掲げる方針は経済を活性化させるのか？ そして中小

企業の事業環境への影響はいかに？ 

（収録：2024年11月19日）（公開期限：2025年1月31日）(41分)  

岡田 晃（おかだ あきら） 大阪経済大学特別招聘教授 ／ 経済評論家 

 チケット購入希望の方は、

当所までお問合せください。

上記以外の公演は文化パルク

城陽ＨＰにてご確認ください｡  

     【担当：総務課】 



 ( ) 令和7年1月1日発行（毎月1日発行） 会 議 所 だ よ り 第477号 
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１月 会議所スケジュール ※12/19時点 

６ 月 

御用始め 

正副会頭会議 

簿記検定試験 申込開始 （～1/27） 

７ 火 
城陽新春名刺交換会 

寺田地区振興会 新年会 

９ 木 珠算検定試験 申込締切 

15 水 

定期相談会（経営相談） 

縁Joy！クーポン【第3期】開始（～2/14） 

女性会 役員会 

16 木 青年部 正副会長会 

17 金 富野西地区振興会 新年会 

18 土 京都山城造園協同組合 視察研修（～1/19） 

21 火 サービス部会 新年会 

22 水 ChatGPTを活用した事業計画作成セミナー 

23 木 
定期相談会（労務相談） 

青年部 役員会 

24 金 

定期相談会（法律相談） 

第239回常議員会 

新春経済講演会・新春交歓会 

25 土 創業塾 

26 日 

寺田地区振興会 親睦旅行 

寺田西地区振興会 新年会 

青年部 臨時総会・新年例会 

27 月 城陽チャレンジスクエア 

１月１５日（水）13:30～16:00 

日程は要相談 

１月２３日（木）13:30～16:00 

１月２４日（金）13:30～16:00 

小規模事業者の資金調達を応援します。 

～マル経融資のご案内～ 

■ 利用の対象 

詳しくは当所経営支援員までご相談ください。 

■融資限度額／２,０００万円 

■金 利／年1.65％(令和6年12月2日現在) 

■返済期間／運転7年以内・設備10年以内 

■担保・保証人／不要 

    新春経済講演会 

      ＣｈａｔＧＰＴ を活用した 

    事業計画作成セミナー 

 

▼セミナーの内容・ポイント 

 

    14：00～16：00 

    城陽商工会議所 3F会議室 

    高窪祥文氏 

    （㈱結コンサルティング 代表取締役） 

    申込フォーム（二次元コードより） 

    またはお電話・FAX（折込チラシ） 

時間 

会場 

講師 

申込 

1/22 
（水） 

令和7年1月24日   

先着200名 
 ※どなたでもご参加頂けます 
 ※事前予約制 

文化パルク城陽 

15:00～16:30 

お申込み・お問い合わせは、 

当所 指導課まで （TEL：0774-52-6866） 

                    【詳細：折込チラシ】 

ふれあいホール  

筑波大学 名誉教授 

 中村 逸郎 氏 
講師 

ウクライナ情勢から考える世界の経済と平和 

    当所実施セミナー 

城陽新春名刺交換会 

 市・当所・JAの共催により、

令和7年城陽新春名刺交換会を

開催します。※事前申込不要 

 ■ 日時 1月7日(火)14時～ 

 ■ 場所 文化パルク城陽 大会議室 

 ■ 会費 1,000円（当日徴収） 

 ■ 問合せ 当所 総務課（0774-52-6866） 


